
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 

事務局だより 
２０２１年度 

（通算 NO‘１９） 

２０２１・９・１０ 

般社団法人 

暑さが厳しかった８月が終わり、９月に入ると急に気温が下がり、体
がついていかない感じです。 
開催されているパラリンピックの感動は胸に来るものがあります。
これが、コロナ禍でなかったらどんなに良かったか、と改めてコロ
ナを恨みます。早く日常が戻ってくるとよいですね。 
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〇 示現会奨励展の報告 
〇 係の仕事紹介 「奨励展係」 
 
 

裏面 ＜特集＞ 〇 奨励展委員の作品 
     〇 支部長の作品 
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奨励展のパンフレットを作成しまし

た。出品者には５部送りしましたが、

作品に同封されていない方は、会館

まで連絡ください。 

 パンフレットに若干残部がありま

す。希望される方は、会館に連絡くだ

さい。ただし残部がなくなり次第終了

します。 

会館 ０3-3824-9128 

奨励展開催にあたって 

この度は夏季示現会奨励展の開催を迎えるこ

ととなりました。 

2019 年に第 1 回展が開催された後、昨年は新

型コロナ騒ぎに終始して展覧会もなくなり、3 年

目の今年は第 2回展の開催となります。 

今年に入ってもよりエスカレートしておさまらな

いコロナ禍ではありますが、 ワクチンの事情など

昨年とは同じ状況ではなく、会として活動を停滞

させないためにも 2 年連続での中止とは考えら

れず、実行いたすこととなりました。 

4 月に開催される大作による構えた作品を見

せる示現会展に対して、夏季奨励展は作品のサ

イズを下げることで、 より実験的で別な一面を表

現できることに意義があり、一つ違った示現会展

が展開されていくことができればと期待したいと

思います。 

 理事長 成田 禎介 

銀座での、示現会の 2回目の発表

展が終わりました。 

初回は選抜、2 回目は奨励と名称

を変更しての展覧会でした。 

「選抜」は、ある程度完成している 

上手い作品を、 

「奨励」は、今はまだ若く道半ば、し

かし十分将来が期待できる作品を、 

選考基準としたことをご理解いただき

たいと思います。 

本展の大作であれ、奨励展の中型作

品であれ、個性を大事にした作品は 

光るものがありました。 

コロナ禍の大変な時期に、出品して

いただいた方々、また企画運営をし

ていただいた係の方々 

本当にありがとうございました。 

事務責任者 井上武 

 

 

委員が担当する仕事は、この「事務局だより」で皆さんに 
順次お知らせしていきます。写真は今回の奨励展を 
担当した係のメンバーです。（敬称略） 
裏面には係の作品も紹介しております。 

示現会を運営するにあたっては、事務局

を中心に委員で係を編成して仕事を進め

ていきます。 

示現会展の開催に際しての仕事が多い

のですが、年間を通しての研究会の担当、

庶務係として郵送物の配送準備などいく

つもの仕事があります。 

今回の奨励展については、特別委員会と

して「奨励展係」を設け開催までの準備、

当番などを担当しました。最終日は作品の

返却、最終の確認などを行いました。 
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奨励展には、今回７９名の作品が展示さ

れました。作品の中から委員として作業

にあたってくれた係と、支部長の作品を

紹介します。 

支部長の作品 
 
 
 

Ｆ２０ 房総台地  
山口 征男 

 

 

 
 

Ｆ２５ ジヴェルニーの睡蓮  
山村 早苗 

 

 
 

Ｆ３０ 北穂高岳南稜 
     栗又 功雄 

 

 
 

Ｆ２０ パンジーの御出迎え  
清水 勝二 

 

 
 

Ｆ２０ 秋空に立つ  
水上アイ子 

 

 

 
 

Ｆ３０ 岩山と新緑  
石田 幸嗣 

 

 
 

Ｆ２０ コロンジュ・ラ・ルージュ村(仏） 
       河村 豊子 

 

 

 

 
 

Ｆ２０ 手仕事のかたち  
大岩 充子 

 

 

 
 

Ｐ３０ ボマルツォの夏  
谷部 伸子 

 

 

 

 
 

Ｆ２０ 湖畔の森  
宮本 順子 

 

 

 

 
 

奨励展係の作品 

支部の活動はホームページ
「支部紹介」に掲載されてい
ます。 
ぜひご覧ください。 
 
 
 
 

Ｆ３０ 古代賛歌  
小材 啓治 

 

Ｆ２０ 漁具のある一隅  
川嵜 猛 

 

 
 

Ｆ２０ 越前海岸  
中村 末二 

 

 

 
 

Ｆ２０ まなざし 
内藤 利博 

 

 
 

Ｆ２０ 中州の街  
小島 兼一 

 

 

 
 

Ｆ３０ 景   
中村 恵伍 

 

 

 
 

Ｆ２０ 想   
荒井 まき子 

 

 

 
 

Ｆ３０ 樹間 
 中本 森八 

 
 

Ｆ３０ 道端で  
瀧井 利子 

 

 

 

変２５ 中洲の民家  
高見 雅博 

 
 

Ｆ３０ 刻  
江口 登 

 
 

Ｍ３０ 一隅  
原田 一裕 
 

 

Ｆ２０ 奥入瀬  
相馬 賢二 

 
 

示現会ホームページ 

奨励展の出品者の作品は紙面の関係上、今回は奨励展を担当した委員と、 

日頃地域でご苦労いただいている支部長にいたしました。３０号、２０号という示現会展

で発表する作品に比べると一回り小さくなります。理事長の言葉にもありますように、こ

れらのサイズの作品をどう表現するか、ぜひ会場で見て欲しかったのですが来場が難

しくこのような状況で残念です。一部の紹介になりますが、楽しんでいただけたらと思

います。 

 

今回作成のパンフレット

には会場で展示された全

員の作品が載っておりま

す。また、ホームページに

は会場の様子が近日中

に動画で掲載されます。 

 


